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道徳科学習指導案（人権教育） 
 
１ 主題名 「友だちの気持ちを理解し、助け合う」・４年（１時間扱い） 

  B－（10）相互理解、寛容 自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、相手のことを理解し、自

分と異なる意見も大切にすること。 
 
２ 教材名 「あなたならどうする」（『あけぼの 小学校中学年 四訂版』）※五訂版から掲載なし 
 
３ 主題設定の理由 

 この時期の子どもたちには、相手の立場に立って考えることの大切さを自覚させながら、集団での共
同生活や仲間関係の在り方などについて指導することが大切である。 

 ４月に学級編制をして２ヶ月あまり経った。新しいクラスになったばかりの時は、お互いの様子をう
かがうようにしており、友達同士のトラブルも少なかったが、だんだん慣れてきてからは、それぞれの
個性が良さとして発揮されるようになってきた反面、自分だけの思いを通そうとする姿も見られるよう
になってきた。朝や帰りの会では、いろいろなトラブルが出され、話し合われるようになった。しかし、
相手に対してどのような態度でどのように話したらよいか、よりよい関わり方ができないこともある。
そこで、相手の立場を考えながら、自分の思いを伝えることが大切であることに気づいていけることを
願い、本主題を設定した。 

 資料「あなたならどうする？」は、友達を責める A さんを仲間に入れないで、「ちがうあそびをしよ
う」と言われたときに、自分ならどのように応えるのか、ロールプレイをしながら考えることのできる
資料である。実際にロールプレイをしながら、どんなふうに相手に接していくのが自分にとっても相手
にとってもいいのかを考えることで、似たような経験をしたときに、一歩でも自分の願う言動が取れる
ことができるようになってほしい。 
 
４ 人権教育とのかかわり 

 ○相手の立場を想像しながら自分の思いを伝えていく体験をし、その大切さを実感することができる。 
（価値・態度的側面、技能的側面） 

 
５ 本時案 

（１）主眼 

  友達に厳しい言い方をする友達を仲間に入れないで、「ちがうあそびをしよう」と言われたときに、
どんな言い方をすればいいのか考え会う場面で、ロールプレイや話し合いを通して、相手の立場を想
像しながら自分の思いを伝えていくことが大切であることに気づき、友達とのよりよい関係の在り方
を考えていこうとする判断力を養う。 

（２）人権教育の視点 

 ・具体的な場面を設定し、実際にロールプレイをしたり、感じたことや考えたことを語り合ったりす
ることを通して、それぞれの立場（Ａさん、Ｂさん、Ｃさん）に心を向けながら、相手にとっても
自分にとっても心地よい言動のあり方とその大切さに気づくことができるようにする。 

 
（３）指導上の留意点 

・どんな場面でだれの気持ちを考えるのかがわ分かるように、挿絵を示して確認をする。 

・それぞれの答え方をしたときの気持ちを発表し合うことを大切にする。 
 
（４）展開                         ◇人権教育に関わる配慮点 

 学習活動 発問・予想される児童の反応 教師の指導 評価の視
点 

時 備考 

 
導
入 
 

１ドッジボー
ルについ
て、自分が
思っている
ことを発表
する。 

○ドッジボールと聞いて、どんなことを
思い浮かべますか。 

・ドッジボールは大好き。 
・みんなでやると楽しい。 
・勝つとうれしい。 

◇本時の資料への関心
を高めるために、ドッ
ジボールへの子ども
たちの思いを聞き、受
け止める。 

 
５ 
 
 

 

展
開 

２資料を見
て、考え合

○紙芝居を見ながら、話の内容を理解す
る。 

・資料「あなたならどう
する」の紙芝居と資料
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紙芝居 

 

「あなたならどうする？」（小学校 道徳科）  
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 う。 

 

 

 

 

 

○どんな人が出てくるでしょう。 

・Ａさん、Ｂさん、Ｃさんの３人が出て
くる。 

Ａ：強い口調で、「おまえのせいでまけ
たんだぞ！」とアウトになった子をせ
めている。 

Ｂ：Ａさんの言葉を聞いて、「明日は、
Ａさんとちがうあそびをしよう。」と
言う。 

Ｃ：Ａさんの様子を見て、Ｂさんに言わ
れたことを考えている。 

 
 
○自分がＣさんだったら、どんな返事を
するか考える。 

ア：うーん、どうしよう。Ｂさんがそう
いうなら…。 

イ：そうだね。そうしよう。Ａさんとは
遊ばないようにしよう。 

ウ：そんなことはやめようよ。Ａさんに
話してみようよ。 

○グループでロールプレイをする。役割
を決めて、演技をする。 

 ５人の班→Ｂ、Ｂ、Ｃア、Ｃイ、Ｃウ 

 ４人の班→Ｂ、Ｃア、Ｃイ、Ｃウ 

○代表のグループが、全体の前でロール
プレイをする。 

○それぞれの返事について、どう思った
のか発表し合う。 

ア：迷っている。困っている。 

イ：仲間はずしをしている。ちゃんとＡ
さんと話したほうがいい。 

ウ：やさしい。ちゃんと解決しようとし
ている。Ａさんもいけないけれど、Ａ
さんを仲間はずしにしてはいけない。 

○もっとちがう答え方があるか考え、発
表する。 

・吹き出しに自分の考えた返事を書く。 

・自分の考えを発表する。（教師がＢさ
んになって、ロールプレイのようにし
て発表する。） 

□だめだよ。それでは、Ａさんがかわい
そうな思いをしてしまう。 

□Ａさんを仲間はずしにしないで、ちゃ
んと注意をしょう。 

の文章を読ませる。 

 

・登場人物がアルファベ
ットのため、どの子が
どういうことをしてい
るのか、確認する。 

 

 

 

 

 

 
 
○自分の考えを学習カ
ードに記入するよう
伝える。 

・友達が演技をしている 

ところを見られるよ
う４～５人のグルー
プにする。 

◇グループの友達と協
力しながら実施でき
るよう声がけする。 

・前に出て発表してもら
う。 

◇皆の前で発表できた
ことを認める。 

・アから順番にどう思っ
たか発表する時間を
とる。 

◇それぞれの発表を、な
ぜそう考えたのか問
い返し、考えの理由を
引き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習カ
ード 

お
わ
り 

３ 今日の学
習の振り返 

りをする。 

○学習を振り返って、感想を書いて、発
表する。 

・すぐに決めつけないで、しっかり話し
合って、自分にも相手にもよい方法を
考えたい。 

 

 

 

 

 

 

◇お互いが振り返りを

共有できる時間をと

る。 

５  

友達とのよいよい関

係の在り方につい

て、見方や立場を変

えて考えている 

学習問題 「ちがうあそびをしよう」と言われたとき、どのような答え方をすればいいの

かな。 
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